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はじめに 

○ 調査の目的 

本県では、平成７年（1995年）1月 17日に発生した阪神・淡路大震災を契機として、山梨県内

に大規模な被害を及ぼす地震を想定した調査を行い、平成８年（1996年）にその結果を公表した。

また、平成 13 年（2001 年）に中央防災会議が新たな東海地震の想定震源域を示したことを踏ま

え、東海地震被害想定調査を行い、平成 17年（2005 年）にその結果を公表した。本県では、これ

らの被害想定調査結果を踏まえ、地域防災計画の見直しを行うとともに、具体的な防災対策とし

ての防災アクションプラン等を策定し、県、市町村、県民・企業等のそれぞれが対策を推進して

きた。 

一方、内閣府は平成 24年（2012年）に今後 30年以内の発生確率が 70%～80%とされる南海トラ

フの巨大地震の被害想定を示した。また、中央防災会議は、平成 25年（2013年）に首都直下地震

の被害想定調査を実施し、今後 30年以内に発生する確率が 70%程度となるマグニチュード 7クラ

スの地震による被害を発表した。 

加えて、未曽有の被害をもたらした東日本大震災（平成 23年（2011年））のほか、熊本地震（平

成 28 年（2016 年））、大阪府北部地震（平成 30 年（2018 年））、北海道胆振東部地震（平成 30 年

（2018年））など全国で発生した大規模な地震により、地震被害に関する様々な知見が得られてい

る。 

こうした中、本県は、平成８年（1996年）の被害想定調査から約 25年が経過したことを鑑み、

最新の科学的知見や手法、大規模地震から得られた課題や教訓、建物や人口等の社会条件の変化

と地域特性を反映し、新たな被害想定調査を実施することとした。 

今回の調査結果は、地震から大切な命を守るために、想定できる最大の地震被害の全体像を把

握し、県及び市町村の地域防災計画や県強靱化計画等に反映させ、地域ごとの効果的な防災施策

を進めていくための基礎資料として活用するものである。 

また、従来の被害想定では被害の因果関係が分かりにくかった予測について、できる限り明ら

かにし「誰が何をしたら被害を軽減できるか」を示している。 

これによって耐震化や家具固定、水・食料の備蓄など事前に備える内容を県民等が自ら考え、

対策を実行するための資料として活用していただきたい。 

この調査結果を通じて県全体の防災意識の向上・防災知識の普及を行うことにより、自助・共

助・公助の推進につなげていきたい。 

今後、県や市町村、関係機関等で連携した対策を検討することで被害を最小限に抑えるよう取

り組んでいく。 

 

○ 前回調査との変更点 

・最新の科学的知見に基づき県内に被害を及ぼす想定地震の見直しを行った。 

  例）南海トラフの地震：想定外をなくすという観点から M9クラスの巨大地震を想定    

     新たな国（地震調査研究推進本部）の長期評価：曽根丘陵断層帯 Ｍ6.1→Ｍ7.3  

・甲府盆地周辺において谷や川筋などの軟弱地盤を区別するため 50m メッシュの精緻な地盤モ

デルを作成した。 

・建物の被害想定は、全ての建物を対象に調査を実施した。 



 

 

・被害予測手法は可能な限り因果関係を明らかにし、被害軽減に何を行えばよいのかを分かり

やすくした。 

・空き家、別荘など山梨県の地域的な課題について予測を行った。 

・経済被害の予測を行った。 

・災害シナリオは期間・項目ごとの様相だけでなく、例として「共働き世帯」と「単身高齢者世

帯」を想定した県民目線の被害様相も示した。 

 

表 1.1-1 被害想定調査_変更点一覧  

 

 

○ 調査結果の留意点 

・調査結果はあくまで予測（目安）であり、実際の発災時には地震動をはじめ被害の状況は想

定と異なることも予想される。 

・想定地震の震源や規模についてはあくまでも想定であり、想定通りの地震が必ずしも発生す

るとは限らない。 

・想定地震以外にも、県内に甚大な被害を及ぼす地震が発生する可能性があるという認識をも

つ必要がある。 

・被害の予測に当たっては、過去国内で発生した大規模地震の被災事例から導かれた経験式な

どを用いて被害等を予測している。今後の調査や研究成果によって想定手法の修正や新たな

想定手法が出てくる場合がある。 

・被害想定は、地震動、建物データ、予測手法など、さまざまな要素をかけ合わせた結果であ

る。条件が少しでも変わると被害は変化するものである。  



 

 

○ 調査の体制 

今回調査にあたり、専門的、技術的見地から助言等を得るために「山梨県地震被害想定 

調査検討会議」を設置・開催し、委員のご指導を得ながら実施した。 

また、基礎データの作成にあたっては、関係機関にご協力をいただいた。 

 

〈山梨県地震被害想定調査検討会議 委員一覧〉 

氏名 所属 職名 

後藤 聡 山梨大学地域防災・マネジメント研究センター  准教授 

小山 真紀 岐阜大学流域圏科学研究センター  准教授 

関谷 直也 東京大学大学院情報学環附属総合防災情報研究センター 准教授 

秦  康範 山梨大学地域防災・マネジメント研究センター 准教授 

目黒 公郎 

（座長） 

東京大学大学院情報学環附属総合防災情報研究センター 教授 

吉本 充宏 山梨県富士山科学研究所富士山火山研究センター  主幹研究員 

                              （五十音順、敬称省略） 

〈調査委託先〉応用地質株式会社 

 

〈山梨県地震被害想定調査検討会議 開催概要〉 

回 開催日 検討事項 

第１回 令和３年９月３日 想定地震の設定・震源モデルの作成方針、地盤モデルの

作成方針、被害予測手法の検討 

第２回 令和３年 12 月 24 日 想定地震の設定・震源モデルの決定、地盤モデル作成の

進捗報告、被害予測手法の検討 

第３回 令和４年２月 21日 地盤モデルの作成、被害予測手法におけるパラメータ設

定、各種データ収集 

第４回 令和４年７月 12日 地震動評価結果及び液状化・急傾斜地の予測結果 

第５回 令和４年９月 20日 地盤構造モデル修正結果及び地震動等自然災害の予測

結果、被害予測結果（中間報告）概要、県民アンケート

結果 

第６回 令和４年 12 月 23 日 被害予測結果概要及び被害想定調査報告書（案） 

第７回 令和５年２月 24日 地震被害想定調査概要版（案）及び地震被害想定調査報

告書（案） 

  



 

 

座長メッセージ（「想定結果のより良い活用と今後のより良い防災対策の推進」のために） 

 

最初に今回の地震被害想定調査に関わった多くの関係者のご努力に敬意を表する。本想定結果

は、地震による被害をできる限り減らす対策の検討を目的に、最新の知見や近年の災害から得ら

れた教訓を踏まえ、想定できる最大の被害を見積もったものである。その上で、「想定結果のより

良い活用と今後のより良い防災対策の推進」のために、座長からひと言述べさせていただく。 

まず、「被害想定は、これを何回実施しても、これにいくらお金をかけても、将来の被害は全く

変わらない」ことをご理解いただきたい。将来の被害は、防災対策を実施して初めて減少する。

そのため、本検討会では、従来の被害想定では被害の因果関係が分かりにくかった予測について、

これをできる限り明らかにし、「誰が何をすればどんな被害を軽減できるか」を示すことに注力し

た。これにより、行政のどんな対策が何の被害軽減に貢献するのか、県内の人々や企業に具体的

に何をお願いすれば、何の被害がどれだけ減るのかを示すことが一定レベル可能となった。 

次に、「今回の被害想定結果と前回の結果との比較は意味がない」ことも理解していただく必要

がある。被害や災害の発生メカニズムは、「入力→システム→出力」の関係で決定される。これを

被害想定にあてはめると、入力は対象とする地震（これをシナリオ地震という）の規模や位置と

地盤条件によって決まる地震動、システムは対象地域の防災対策や人口特性などの地域特性、出

力は限界値を越えた物理現象と社会現象が引き起こす被害である。物理現象に基づく被害は数値

化しやすいが、社会現象に基づく被害ではこれが難しいので、被災状況を物語的に示すスタイル

(災害シナリオ)を今回は採用した。ところで、今回の被害想定ではシナリオ地震を大幅に増やす

とともに、その規模や震源特性を被害が最大になるように設定した。また、前回の想定から 25年

が経過し、多くの建物や施設の更新や耐震化が行われるとともに、人口分布や年齢構成が変わる

など、地域特性も大きく変化している。すなわち、前回と今回の被害想定では、入力とシステム

の両者が変わっているので、出力としての被害を前回と今回では直接比較できないし比較する意

味もない。繰り返しになるが、被害は実際に防災対策を推進することで、初めて減るのだから、

県民や企業、行政が如何に具体的な防災対策を推進するかが重要なのである。 

また、本調査結果を活用することで、今後の各種の防災対策の推進により、どんな被害をどれ

だけ軽減できるのか、それぞれの防災事業の効果を定量的に評価できるようになった。今後は、

同じシナリオ地震を対象に、防災対策を実施したことによる被害の量と分布の変化（一般に防災

対策を実施すれば被害は減るが、対策を講じても人口や施設数の増加によって被害が増える場合

もある。逆に何もしなくても人口減少で被害が減ることもある）を分析することで、防災対策の

効果の評価と、その結果に基づく対策の優先順位付けができるということである。 

本被害想定結果を最大限に活用し、今後、山梨県を襲う地震による被害を最小限にするために、

県民、企業、行政が互いに協力し、県全体として効果的な防災対策を着実に推進していくことを

期待する。 

 

2023年 5月 

山梨県地震被害想定調査検討会議 座長 

東京大学教授 目黒 公郎 


